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研究結果要約 

食物アレルギーは食物抗原に対する特異的 IgE の産生（感作）に始まる。近年、経皮感作の重要性が

示されている。また、黄色ブドウ球菌毒素-toxin は感作に関与する可能性が指摘されている。一方、こ

れまでの経皮感作モデルで行われてきた皮膚の tape-stripping はそれ自体、腸管の免疫系に影響を及ぼ

すので、tape-stripping を使用しないモデルの解析が必要である。本研究の目的は、tape-stripping を

使用しないマウスモデルを利用し、皮膚における黄色ブドウ球菌毒素の存在が食物アレルギーに与える

影響を明確にすることである。マウスの皮膚に-toxin の存在下・非存在下で卵白アルブミン(OVA)を

塗布した後、OVA を経胃管投与すると、-toxin が存在する場合だけ、OVA 特異的 IgE 値の上昇とと

もに食物アレルギーが発症した。-toxin はケラチノサイトに作用して IL-1 の産生を促し、IL-1 依

存的な皮膚の樹状細胞の活性化（OVA の取り込みと所属リンパ節への移動）を介して、感作とその後の

食物アレルギーを誘導することが明らかになった。この結果は、皮膚に黄色ブドウ球菌毒素 -toxin が

存在するだけで、食物抗原に対する感作が誘導されることを示した。従って、本研究成果は、食物アレ

ルギーに対する画期的な予防法の開発につながる可能性を秘めており、大きな意義を有する。 
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Frontiers in Immunology (Front Immunol)に論文投稿中（in revision）であり、

論文が受理され次第、ニッポンハム食の未来財団へ報告する。 
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研究結果要約 

【背景】食物アレルギー患者数は年々増加しているが、有効な治療法がなく、原因食物の除去が基本で

ある。しかし、誤食によるアナフィラキシーのリスクがあり、その対応には十分に注意を払う必要が

ある。治療を目指して、経口免疫療法が研究段階的に行われているが、その効果は不十分で、更には

好酸球性消化管疾患の合併の可能性もある。 

【目的・方法】本研究は食物アレルギーの耐性獲得の誘導による食物アレルギーの治療、好酸球性消化

管疾患の発生機序の解明を目的として行う。具体的には、近年食物アレルギーとの関連が明らかとな

っている抗原特異的 IgD を検討することで、抗原特異的 IgD がどのように病態に関わっているかを

明らかにする。 

【結果】マウスでは、好酸球性消化管疾患を誘導した経皮感作食物アレルギーモデルマウスが抗原特異

的 IgD は増加していない一方で、免疫療法モデルマウスでは増加したことを明らかにした。ヒトでは、

当初予定していた経口免疫療法を行っている検体数が十分収集できず、横断研究を行い、食物アレル

ギーの重症度に応じて抗原特異的 IgD が増加傾向にあることを明らかにした。 

【今後の予定】今後は、マウスでは免疫グロブリンの再現性を確認すると共に、サイトカインや腸管組

織の解析を追加で行う。ヒトでは、引き続き経口免疫療法の検体を収集する予定である。データが十

分揃った時点で英文誌に投稿するとともに国内外の学会で発表する。 
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